
IFRSIFRSIFRSIFRS（国際会計基準）が物流現場にやってきた（国際会計基準）が物流現場にやってきた（国際会計基準）が物流現場にやってきた（国際会計基準）が物流現場にやってきた
～物流改善の阻害要素、新たな制度対応と物流契約条件の整備～～物流改善の阻害要素、新たな制度対応と物流契約条件の整備～～物流改善の阻害要素、新たな制度対応と物流契約条件の整備～～物流改善の阻害要素、新たな制度対応と物流契約条件の整備～

【【【【対象者対象者対象者対象者】】】】

２０１０年１１月１７日２０１０年１１月１７日２０１０年１１月１７日２０１０年１１月１７日((((水水水水))))

多くの物流現場を改善指導してきたコンサルタントが、多くの物流現場を改善指導してきたコンサルタントが、多くの物流現場を改善指導してきたコンサルタントが、多くの物流現場を改善指導してきたコンサルタントが、IFRS対策をわかりやすく対策をわかりやすく対策をわかりやすく対策をわかりやすく解説いたします。解説いたします。解説いたします。解説いたします。

本年本年本年本年３３３３月期月期月期月期からからからから任意適用任意適用任意適用任意適用がががが認認認認められめられめられめられ、、、、2012201220122012年年年年にはにはにはには強制適用強制適用強制適用強制適用のののの有無有無有無有無のののの判断判断判断判断がががが下下下下されるされるされるされるＩＦＲＳ（ＩＦＲＳ（ＩＦＲＳ（ＩＦＲＳ（国国国国
際会計基準際会計基準際会計基準際会計基準）。）。）。）。着荷基準着荷基準着荷基準着荷基準でのでのでのでの売上計上売上計上売上計上売上計上やリースやリースやリースやリース資産資産資産資産のののの貸借対照表計上貸借対照表計上貸借対照表計上貸借対照表計上などなどなどなど、、、、物流物流物流物流へもへもへもへも重大重大重大重大なななな
影響影響影響影響がががが及及及及ぶことがぶことがぶことがぶことが懸念懸念懸念懸念されされされされ、、、、早急早急早急早急なななな対応対応対応対応がががが求求求求められていますめられていますめられていますめられています。。。。
本本本本セミナーではセミナーではセミナーではセミナーでは、、、、売上売上売上売上のののの認定方法変更認定方法変更認定方法変更認定方法変更によるによるによるによる配送伝票配送伝票配送伝票配送伝票のののの保管保管保管保管・・・・管理管理管理管理、、、、棚卸評価棚卸評価棚卸評価棚卸評価のののの変更変更変更変更、、、、物流物流物流物流
資産資産資産資産のリースのリースのリースのリース会計会計会計会計やややや資産除去債務資産除去債務資産除去債務資産除去債務のののの計算方法計算方法計算方法計算方法、、、、さらにはリスクマネジメントのさらにはリスクマネジメントのさらにはリスクマネジメントのさらにはリスクマネジメントの観点観点観点観点からのからのからのからの物流委物流委物流委物流委
託契約託契約託契約託契約のののの見直見直見直見直しなどしなどしなどしなど、、、、実務実務実務実務にににに直結直結直結直結するするするする課題課題課題課題とそのとそのとそのとその対処方法対処方法対処方法対処方法についてについてについてについて経験豊富経験豊富経験豊富経験豊富なななな物流物流物流物流コンサルタコンサルタコンサルタコンサルタ
ントがントがントがントが具体的具体的具体的具体的にににに解説解説解説解説しますしますしますします。。。。皆様皆様皆様皆様のごのごのごのご参加参加参加参加をををを心心心心からおからおからおからお待待待待ちちちち申申申申しししし上上上上げておりますげておりますげておりますげております。。。。

お申し込みは弊社お申し込みは弊社お申し込みは弊社お申し込みは弊社HPよりよりよりより URL：：：：www.nittsu-soken.co.jp/seminar

◆物流企業・荷主企業の管理者、経営層の方◆物流企業・荷主企業の管理者、経営層の方◆物流企業・荷主企業の管理者、経営層の方◆物流企業・荷主企業の管理者、経営層の方

◆IFRSへの対応をお考えの方への対応をお考えの方への対応をお考えの方への対応をお考えの方

◆物流企業・物流部門の財務会計ご担当者の方◆物流企業・物流部門の財務会計ご担当者の方◆物流企業・物流部門の財務会計ご担当者の方◆物流企業・物流部門の財務会計ご担当者の方

是非ご参加下さい是非ご参加下さい是非ご参加下さい是非ご参加下さい

日程・場所

参加料金

開催日7日前～前々日(開催日初日を含まず）・・・参加料の30％
開催日前日および当日・・・ 参加料の全額

キャンセル規定

日本通運本社ビル ４階 会議室ＡＢ

住所：東京都港区東新橋１-９-３

※定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。

※参加料金は開催日前日までにお振込みください。

※振込み手数料はお客様ご負担とさせていただきます。

１名様１名様１名様１名様 ３０，０００円（税込）３０，０００円（税込）３０，０００円（税込）３０，０００円（税込） 定員５０名定員５０名定員５０名定員５０名 ※※※※最少開催人数：１５名最少開催人数：１５名最少開催人数：１５名最少開催人数：１５名

２０１０年１１月１７日（水）２０１０年１１月１７日（水）２０１０年１１月１７日（水）２０１０年１１月１７日（水） １０：００～１７：００１０：００～１７：００１０：００～１７：００１０：００～１７：００ ※※※※受付開始受付開始受付開始受付開始 ９：２０～９：２０～９：２０～９：２０～



◆当日のスケジュール

オリエンテーションオリエンテーションオリエンテーションオリエンテーション １０：００～１０：０５１０：００～１０：０５１０：００～１０：０５１０：００～１０：０５

１０：０５～１０：３５

１．物流改善の阻害要因１．物流改善の阻害要因１．物流改善の阻害要因１．物流改善の阻害要因 ～さまざまな制度対応～～さまざまな制度対応～～さまざまな制度対応～～さまざまな制度対応～
�１９９０年日米構造協議から始まった外圧制度

�PL法～個人情報保護～温室ガス計算～内部統制

�物流業務を遂行するための契約条件

１０：３５～１２：００

２．財務会計と物流活動２．財務会計と物流活動２．財務会計と物流活動２．財務会計と物流活動

�企業の会計制度について

�売上げ基準

�国際会計での扱い方

�棚卸し評価と物流資産評価

�リース会計と資産除去費用

お昼休憩お昼休憩お昼休憩お昼休憩 １２：００～１３：００１２：００～１３：００１２：００～１３：００１２：００～１３：００

１３：００～１４：３０

３．３．３．３．IFRS(IFRS(IFRS(IFRS(国際会計基準）とは何か国際会計基準）とは何か国際会計基準）とは何か国際会計基準）とは何か

�わが国の会計基準

�IFRSコンバージョン制度

�独特の概念と用語

�売上げ、在庫、資産の扱い方

１４：３０～１５：３５

４．会計基準に対応させる物流システム４．会計基準に対応させる物流システム４．会計基準に対応させる物流システム４．会計基準に対応させる物流システム

�売上証憑の追跡管理、文書保管

�先入れ先出し出荷の運営管理

�設備投資と改修、保全、撤去のライフサイクル

�システムデータセキュリティ、文書管理、業務監査

１５：３５～１６：４５

５．物流委託契約の変更箇所とポイント５．物流委託契約の変更箇所とポイント５．物流委託契約の変更箇所とポイント５．物流委託契約の変更箇所とポイント

�委託業務の範囲と責任

�業務遂行のトレースと検収制度導入

�請求書と検収業務

�リスクマネジメント視点での契約条文

�契約更新の手続きと進め方事例

株式会社株式会社株式会社株式会社 日通総合研究所日通総合研究所日通総合研究所日通総合研究所

〒105-8322 東京都港区東新橋1-9-3

日通本社ビル8F

TEL:03-6251-3384 ・3282

FAX:03-6251-6450

事務局担当：歓﨑 ・横坂

◆◆◆◆日通総合研究所のプロフィール日通総合研究所のプロフィール日通総合研究所のプロフィール日通総合研究所のプロフィール

日本通運株式会社の子会社で、物流・交通に関する研
究・分析・コンサルティング業務を行うシンクタンクです。
専門コンサルタントにより、物流・ロジスティクスに関す
る戦略・システム等の構築に対し、人・モノ・環境という
広い視野から様々なサポートを行っています。

※カリキュラムは変更になることもございますので、あらかじめご了承下さい。

◆講師プロフィール

弊社ホームページよりエントリーを行ってください。エントリー受付後、
セミナーのご案内および請求書を郵送いたします。

お申し込みお申し込みお申し込みお申し込み
方法方法方法方法

日通総研HP：http://www.nittsu-soken.co.jp/seminar/

花房花房花房花房 陵陵陵陵（はなぶさりょう）株式会社イーソーコ総合研究所 主席コンサルタント

１９７８年慶大経済学部卒、経営・物流コンサルタントとして２５年の実績を積む。２８業種２００
カ所以上の物流現場を新規開設・改善指導しており、異業界、異商材の物流施策を導入・定着
させることに取り組んでいる。最新のテーマは「コンプライアンス物流」、３ＰＬ標準契約やセキュ
リティ重視の販売に貢献できる高付加価値物流を研究している。

�契約更新の手続きと進め方事例

１６：４５～１７：００

６．本日のまとめ６．本日のまとめ６．本日のまとめ６．本日のまとめ
�全体のまとめと質疑応答

�研修成果を契約の見直しや営業活動に利用する


